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保育活動 に おけ る幼児 の メディ ア ・リテ ラシ
ー に 関す る研究
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1 ．は じめ に

　情報技術の 発展 に よ り、幼児 の 生活も例外なく多 メ

デ ィア 化の 様相を帯び て い るu］
。

一方、幼稚園や保育

園で の 利用は、テ レ ビ ・ビデオ ・パ ソ コ ン 等の メ ディ

ア の 利用全般に対する慎重な姿勢が、1990年代以降の

特徴 となっ て い る tl1。家庭とは 逆に、保育で の メデ ィ

ア 利 用 の 慎重論 の 理 由は 様 々 で あ るが、そ の 効果 を明

らか に した研 究が皆無 で あ る の も理 由の ひ とつ で あ る。

　本稿では、メデ ィ ア利用の 効果を明らか にするス タ

ートとして、保育活動の中で、幼児がどの程度メデ ィ

ア を使 い こ なす こ とが で き、読み解けるの か に注目し

た。

2 ．実践研 究の 取 り組み

　本園は、大学附属で あ り 、 大学に は数多くの メデ ィ

ア 機器が用意され て い る。そ こ で在 園 中に それ らの 機

器に 触れ させ た い と考え、1998 年よ り年間 8 回か

ら 10 回の 園外保育 と して 、こ ど もコ ン ピ ュ
ー

タ 教室

を設 け た。 内容は ソフ トウエ ア の 取 り扱 い の 操作技術

を教え込む とい うもの では な く、メデ ィ ア 遊び を通 し

て 表現活動 の 面 白 さを体験 させ る こ とを 大切に考 えて

い る。幼稚園に おける子どもの 活動として は、体 を動

か す、歌 を歌 う、絵を描く、もの を作 るなどがあるが、

それ らの活 動 を よ り楽 しく充 実 させ るた めの 環境 の ひ

とつ と して 取 り組ん で い る
。

　本園の 保育で メ ディア を利用す るカ リキ ュ ラムは、

大学の 施設 で メ ディ ア機器 に触れるパ ソ コ ン遊び と、

本園内で 当大学に所属する 教員の 指導を受ける メデ ィ

ア 教室を実施 して い る。パ ソ コ ン 遊び もメデ ィ ア 教室

も年長組を対象 に 5 月か ら 2 月 の 期間中、月各一回年

間 16 回の 計画 で実施 して い る。パ ソコ ン遊びで は、

グル
ープで デジカ メ撮影 ・絵本 ソ フ ト・お絵描 き ソ フ

ト遊び ・葉書作りな ど。メデ ィ ア 教室で は、デジカ メ

撮影、VT ［R 視聴、カ セ ッ トデ ッ キ使 用、ビデオ レ ター

作 り、テ レ ビ会議などで あ る。

　今年度は、園田学園幼稚園との 交流を通 して 、デ ジ

カメで作る絵手紙や ビデオ レ タ
ー

交換、テ レ ビ会議な

どで、保育の 中で メデ ィ ア を取り込み、子ども達が メ

ディ ア で遊ぶ 基礎能力、メデ ィ ア理 解を どの 程度もち

得て い る か 似 下、※
メデ ィ ア ・リテ ラシ

ー）を明 ら

か に す る。そ の 目的 を達成 する た め に、本園で は メ デ

ィ ア 遊びを通した表現活動の
一

つ として保育実践研究

を して い る。

3 ，実践研究の諸例

対 象 ： 5歳児 男児 19 名 女児 18 名 計 37 名

日時 ： 9 月 17 日 （水） 9 ：30 〜 10 ：30

主題 ； デ ジ カ メで 遊具や 小動物な ど を樶影する

ねらい ：園田学園幼稚園の 友達に学が丘幼稚園を紹介

す るた め に園 田学園幼稚園に ない 遊具や小 動物 を グル

ープ で相談 して撮影する

過 程 ： 9月 9 日に 園 田学園幼 稚園 を訪 問 し、園庭 で 遊

び附属幼稚園間の 交流が始まっ 鵡 園外の 人との 交流

後に絵手紙を出す こ とが習慣 になっ て い たの で、今回

は デジカ メで幼稚園の 遊具や小動物を撮影 し、自分の

幼稚園を紹介す る こ ととした。また、デジカ メ を身近

な 用 具 と して 、大切に しみ ん なで 使 うこ とを楽 しめ る

よ うに し た。

内容 ： ク ラス 全 体で 、園 田学園幼稚園 で の 交流を 思い

出 し、学が丘幼稚園に だけある遊具や小 動物を話 し合

う。 デジカ メ で 撮影 しプ リン トア ウ トした もの を絵手

紙に する こ とを知らせ 、6〜7 人ずつ の グル
ープ に分

か れ て相談 し撮影する。撮影 した作品を グル
ープ 毎に

発表 す る。

考察 ：全員で撮影す る遊具等を探索する → グル
ー

プで

話 し合 う→撮影する→ 作品 を見るとい う60 分 の 流れ

の 中で、子 ども達はテー
マ を理解 し、喜ん で撮影 して

い た。しか し、話 し合っ た対象物 と、各 自が カ メ ラ を

覗 い て 撮影 した い もの に違い が生 じた。こ の こ とか ら

デジカメ を交代して使 うこ とは可能だが、一
つ の テ

ー

マ で撮影する こ との 難 し さが感 じ られた。

日時 ： 10 月 22 日 〔水） 9 ： 30 〜 10 ： 30

主題 ：音当て ク イ ズ を作ろ う

ね らい ： カセ ッ トデ ッ キや デ ジカ メな どの メ デ ィ ア を

使っ て 暗 当て ク イズ 」 を楽 しむ

内容 ： カセ ッ トデ ッ キの使い 方を知 り、音集め 遊びを

す る。グル
ープ で 音をカセ ッ トに録音す る。音当て ク
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イ ズ の 話を聞き、グル
ープ毎 にデ ジカ メ、カセ ッ トデ

ッ キ 、バ チ を持 っ て クイ ズ の 音 を取 りに い く。ス ク リ

ー
ン の 前に集ま り、ク イズ をし、何の 音か を当て て楽

しむ。正解 は デジカ メの 映像で確認す る。

考察 ；クイ ズに集中 し、音を聞き分けようとする意欲

は 十分で あっ た。グル
ープ の 活動 として 、相談 して ク

イズ を作る楽 し さを通 して、注意深 く音を聞くとい う

経験を深 め る こ とにつ ながっ た。こ の 時期 にな る と、

デ ジ カ メ を 説明 な しで 使い こ な して い た。

日時 ： 11 丿弓 5 日 （火）　9 ： 30 〜10 ： 30

主題 ： ビデ オ で 自分の 絵画 を発 表 しよ う

過程 ： 10 月 20 日に芋掘り遠足 へ 行 き、21 日 に 遠

足 の 絵を描 い た。自分の 作品で 何 を描い たか をビ デオ

で説明 し、そ の
一
部を園田学園幼稚園の ビデオ レ ター

に 取 り込む こ とにす る。ビデオ撮影は 手ぶ れ が 大き い

為、三脚 で 固定 して 行 うこ とに す る。

ね らい ： 自分の 作品 の 説明 をす る。

　　　　友達の 発 表を ビデ オ撮影する。

内容 ： ビデオ で 自分の 絵画作品 を紹介す る 。 友達 の 作

品 を ビ デオ に写 るように持つ 。友達の 発 表をビデオ で

撮影す る。以上 の 活 動を ク ラ ス 全員で 、交代 しなが ら

行 っ た 。

考察 ：マ イ ク を持 っ て 発表するこ とはテ レ ビ の 影響 も

あるの か、恥ず か しが りなが らも全 員が 自分の 絵 に つ

い て 話をす る こ とが で き た。ビデオ撮影をする時 には

「よ
一

い 、きゅ う ！」 fカ ッ ト ！」と、どこ で 覚えた の

か 口 々 に言 い 合つ て い tc。画像を合わせ る こ とは、理

解で きて い る子 と、ただボ タン を押すだ けの 子 と様 々

だ が、ビデオ を撮影 して い る こ とは 理 解で きて い た。

機器を使 い こ なす こ とよ り、自分の 作品を紹介す る こ

とに 重点を置い たの で 、その ね らい は達成で きたと思

う。

4 ．考察

　デ ジカメ の操作で は、撮影するボ タン の み を教 えて

ス タートしたが、子ども達は撮っ た もの を見 たい と再

生 す る機能 を見つ けて、広めて い っ た。繰 り返 し使 う

うちに 理解で きた。絵手 紙を作る ときに 、グル
ープで

話 し合っ て 「人に 知 らせ た い もの を撮影す る」 と決 め

て い て も、デ ジカ メ を持 っ た 時 に 「人 に知 らせ た い 」

とい う気持ちよ り 「自由に撮影 した い 」 気持ちが強く

なるよ うで ある。 グル
ー

プで相談する→ 写す → 写 した

もの か ら必 要な もの を選 ぶ → 絵手紙を作成す る、とい

う流れ の 中で テ
ー

マ を
一

つ に絞 り込 むの は難 しかっ た

よ うで あ る。絵手 紙作成な どテー
マ を決 め る時 は、グ

ル
ープ で 相談 しなh：ら自由に撮影 し、全体で 画像を見

て 再度撮影 する活動を繰 り返 す こ とで 、楽 し ん で テ
ー

マ に 取 り組め る の で は ない だ ろ うか 。

　 カ セ ッ トデ ッ キの 使用に つ い て は、「き く ・ろ くお

ん ・とめる」 などの 文字が読めなくて も、色やマ
ーク

に よ り使い こ なすこ とがで きた。日常生活にお い て 「聞

く」 こ との 大切さを改 め て 感 じ させ られた。

　 ビデオ撮影は画 像と音声の 合体で あ るが、子 ど も達

に とっ て は、テ レ ビの 世界 と重ね あ わせ てい る よ うに

思われた。被写体に なっ た時 は、アナ ウン サー気 分で

自分の 思い を伝えよ うと し、撮影する時は監督になり

相手 に指 示 を 与 えて い 払 三 脚 で 固 定 して い た せ い も

あ るが、画面 を動かす よ り相手 を動 か そ うと して い た、
』
ズーム を知 らせ る と、繰 り返 し画面 の 変化を楽 しん で

い た 。

　 ビ デオ撮影の 再生を見 る時 は、画像 の 写 りで なく、

自分や友達が写 る こ とに興味 を示 し、自分達が画面 に

登 場す る こ とに 楽 し さを感 じ て い た。

　 ビデオ レ ターを 園田学園幼稚園 と交換し、内容は楽

しめたが、興味を強く示 したの は 自分達が発信した ビ

デオ レ タ
ー

で あ っ た 。

　 子 どもの メ デ ィ ア
・リテ ラ シ

ーは、目的に応 じて各
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

メディ ア を使 い こ なす こ とは 無理 で あ るが、興 味の お

もむ くま まに 自分中心 で 関わ っ て い た。高価 な教材で

は あるが、遊び と して 楽 しみ なが らメデ ィ ア に 慣れ る

こ とが幼稚園で の メデ ィ ア活 動 で は な い か と思 う。

5 ．今後 の課題

今年 度は、園 田学園幼稚園 との 交流 を通 して 、デジ

カ メ で作 る絵 手 紙 やビ デオ レター交換、テ レビ 会議な

どで、保育の 中で メデ ィ ア に取 り込ん だが、幼児期の

子 ども達は、メデ ィ アに対 して 臆するこ とな くか か わ

っ て い た。 遊びの 中で使用す る環境がその 力をつ けて

い るの か も しれない 。

　今後 は、様 々 な機器 を経験す る こ とを重視す る の で

なく、メ ディ ア遊び を通 した 表 現括働 の
一

つ と して 保

育に 取 り組んで い きたい 。

　ま た、子 どもの 興味 ・関心 や メデ ィ ア
・リテ ラ シ

ー

に つ い て 検討し実践す る こ とが必 要 で あ る と思 う。
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